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いろどり　音なき風に　葉がゆれはじめ
作者　澤田　憲一

色づいた紅葉の葉に音もなく風が吹き始め、その風に音もなく葉が舞い始めるでしょう。
いよいよ、葉が無くなると寒い冬に向かって季節が移っていきます。　（ガバナー 瀬戸隆海）



─ 3 ─

　はや晩秋となり、１１月を迎えました。今年の夏は３０度を超える日が１００日続き、そ
の猛暑が思い出されます。
　会員の皆様におかれましては、いかがお過ごしでしょうか。「暑さ寒さも彼岸まで」と言わ
れておりますが、只今９月末の執筆中、朝夕だいぶしのぎやすくなってまいりました。
さて、９月６日から７日の二日間、２７８０地区（神奈川西）地区大会に出席をさせていた
だきましたが、ＲＩ会長代理が不在での開催となってしまいました。１１月１６・１７日開
催予定の我が地区でも、同じような状況になってしまうのではと不安を感じていました。
　この２７８０地区大会の記念講演者は、みなさま良くご存じのアパホテル株式会社の取締
役社長、元谷芙美子氏がご登壇されました。「わたしが社長です」というキャッチコピーは、
今やアパホテルの登録商標になっているそうです。また、元谷氏の容姿も非常に印象的で、
さらにアパホテルが広く世に知れ渡ることになりました。
　元谷夫妻の馴れ初めや創業時における苦労話は割愛させていただきますが、当時ご主人で
ある元谷外志雄氏が社長職を務めておられた時に、よりインパクトのある広告を求め、ホテ
ルの存続をかけての戦略として始められたそうです。そして元谷氏が言われることには、

「ホテルというものは、特にお客様に認知をしてもらわないことには始まらない商売です。で
も残念ながら営業に関してはあまり自信がなく、そこでエレガントな帽子をかぶって、『わた
しが社長です』とアピールしました」と言うことでした。そして、私自身会社存続のために
挑まれた経営戦略の一つであると感銘を受けました。

　また、この講演後、私は当地区の公式訪問時に「クラブのキャッチコピーをお持ちですか？」
と問いかけています。そして、皆さん方の地域には、ロータリークラブの他に各種奉仕団体・
ボランティア団体が数多く活動をされています。このような地域社会の中で、ロータリーク
ラブに入会してくれる人の心をつかむには、クラブのキャッチコピーを明確にすることが大
切ではないでしょうか。そのためには、それぞれが地域に根差した インパクトのある奉仕活
動をしていくことが必要であると考えます。

　つい先日、私は鹿島中央クラブに公式訪問をしました。その際、鹿島神宮を案内していた
だき正式参拝をさせていただきました。「一日も早く、かねてより心配していましたＲＩ会長
代理が決定されますように」とお祈りをいたしました。そして、その願いが届いたかのように、
その後アメリカからの電話で、私の希望通りのＲＩ会長決定の知らせを受け、まさに 感慨深
く安堵感をもたらしてくれました。このご縁に鹿島中央ロータリークラブの皆様に心から感
謝と御礼を申し上げます。

ガバナーメッセージ

国際ロータリー第２８２０地区

２０２５-２０２６年度ガバナー

瀬戸　隆海　(水海道ＲＣ)
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　瀬戸年度も３ヶ月が過ぎました。
　地区内各クラブの皆様には、日頃よりロータリー財団に対しご支援とご協力をいただき心
より御礼申し上げます。
　まず、地区補助金を使った事業も５４クラブ、つくば学園 RAC、２８２０地区と５６件の
申し込みがあり、少しずつ実行されていると思います。未実行のクラブの皆様におかれまし
ても、自分たちのクラブが良いと思った事業を行うと思いますので、必ず成功させて下さい。
　次に、ポリオプラスソサエティー（PPS）については順調に増加しているように思われます
が、ポールハリスソサエティー（PHS）については減少しています。各クラブの会長さんに
おかれましては、いま一度財団寄付目標を見ていただき目標達成にむけてご努力していただ
きたく思います。寄付が多ければ多いほど地区で使える資金が多く大きい事業が行えること
となります。
　最後になりますが、世界で良い奉仕活動を続けるためにポリオ根絶を目指し、今年度も
１０月２６日（日）つくば市において「ポリオ根絶のためのプロジェクト」を行います。瀬
戸ガバナーは、８００人のクラブメンバーの参加をお願いしますと言っております。各クラ
ブ会員の４０～５０％の参加が必須になるかと思います。是非多くの地区内会員の皆様の参
加をお願いします。
　やってもやっても根絶しませんが、やらなければますます増えていく一方だと思いますの
で、参加の皆様募金活動よろしくお願い申し上げます。
　あらためまして、地区内各クラブの皆様に敬意を表しますとともに財団委員会にご理解ご
支援していただいておりますこと心より感謝申し上げます。
　みんなで楽しい活動をしてまいりましょう。

11 月～特別月間によせて〜

「ロータリー財団月間に寄せて」

国際ロータリー２８２０地区

ロータリー財団委員会　総括委員長

大野　治夫　（つくば学園ＲＣ）
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　８月８日（金）に第２８回インターアクト年次大会がつくば国際大学にて開催されま
した。これまで年次大会は日祝日に行っていましたが、顧問の先生方の希望もあり、今
回平日の金曜日開催という事になりましたが、参加者数は登録ベースで６校のインター

アクターが８１名、顧問の先生、ロータリア ンを含めて合計１７３名となり盛大に行われました。ご支援
いただいた皆様に深く感謝申し上げます。 
　年次大会の開催内容は次の通りであり、インターアクターが命の大切さや共生する社会への理解を深めら
れるように 配慮された企画だったと思います。 
　　・大会テーマ： 「共に生きる～未来へのスポットライト～」 

　　・基調講演： 演題「人と動物が幸せに生きる社会を目指して

　　　　　　　　　　　～社会のための仕事をつくる～」 

　　　　　　　　 講師 NPO 法人 キドックス 代表　上山 琴美 先生

　　・青少年交換留学生　体験談　中島花緒さん　（動画上映） 

　　　ロータリー青少年交換留学について　青少年交換委員長　軽部守彦

　　・ワークショップ： 「保護犬猫のためのチャリティーグッズ作り

　　　　　　　　　　　　～参加することで応援しよう！～」 

　年次大会の主役はインターアクターですが、ワークショップでは顧問の先生や校長先生も参加して、トー
トバックに犬猫の絵柄を描いて、キドックスさんで販売して、保護犬猫の活動に役立ててもらう企画でした。
　年次大会を終えて、ホスト校の宮河会長から次の感想文を寄せていただきました。主催者の一人として非
常に嬉しく思います。

第２８回インターアクト年次大会報告
国際ロータリー２８２０地区

インターアクト 委員長

柴沼　博之　（土浦南ＲＣ）

つくば国際大学東風高校
インターアクトクラブ会長 宮河　咲彩

　2025 年 8 月 8 日につくば国際大学にて第 2820 地区インターアクトクラブ年次大会を
開催しました。「共に生きる～未来へのスポットライト～」というテーマを掲げ、茨城
県の 6 校のインターアクターが集まりました。
　午前中の基調講話では、NPO 法人キドックス代表の上山琴美先生の講話を拝聴しま
した。初めに、保護犬や殺処分に関する現状を知り、その

深刻さを実感しました。その背景には法律や保護センターの限界など、「可哀想」
という感情だけでは解決できない問題ばかりであることを知りました。その後
の「なぜ犬は捨てられるのか」という問いかけから、飼い主の高齢化や多頭飼
育崩壊など、様々な要因によって野犬が発生していることについてみんなで考
えました。そして、野犬を発生させないためにはどうするべきかを議論し、考
えをさらに深めることができました。これらのことから、常に先を見据えて行
動し、そのリスクを考えて行動することの大切さを実感しました。今回の基調講話で学んだことを今後の活
動に最大限活かしていきたいと思います。
　午後のワークショップでは、実際にキドックスカフェで活用するチャリティーグッズとして、エコバック

を制作しました。デザインを工夫する楽しさや商品の完成度を考える難し
さを感じながらも、個性豊かな商品が出来上がりました。
　年次大会の幹事校は部員全員が初めての経験で不安もありましたが、準
備も含め貴重な時間を過ごすことができました。サポートしてくださった
ロータリアンの皆様や大会に参加してくださったすべてのみなさまに深く
感謝いたします。



第 ４ 分 区 編

古河ロータリークラブ 会長　宮内　則雄　
幹事　熊木　善一　

　茨城県西端の、利根川、渡良瀬川を境とし、埼玉県・栃木県に隣接した古河市に所在す
る我が古河ロータリークラブは、土浦南ロータリークラブをスポンサークラブとし、1966
年 7 月 7 日に創立し、1966 年 8 月 30 日に R.I 加盟承認され、13850 番目のクラブとして
誕生し、創立 60 周年を迎えるクラブであります。歴史と伝統を重んじ、現在は 50 名の会
員が在籍しております。
　今年度は、ロータリー行動計画と地区行動指針を基に、良い事の為に、奉仕を推進させ、
公共イメージの向上を図り、地域社会により認知された団体として、自己研鑽と友情を深
めながら活動しています。
　社会奉仕事業としては、毎年恒例の「古河花火大会」翌日早朝より河川清掃を実施して
います。また、古河市民の憩いの場『古河総合公園』に 2,000 本目指した花桃苗木の植樹、
古河警察署と古河市役所と連携し、防犯カメラの贈呈活動を行っています。
　青少年奉仕事業としては、高校サッカーの古豪「古河一高サッカー部」の部員 1・2 年
生の協力を頂き地元小学生にサッカー教室を開催し青少年育成事業を計画実施しておりま
す。
　我々の奉仕事業・例会の風景を、地元の古河ケーブルテレビの協力により番組内で放映
して頂き公共イメージの向上を図っております。
　第 4 分区を牽引して行くクラブを目指して、頑張って参りますので宜しくお願い致しま
す。
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境ロータリークラブ 会長　櫻井　幹也　
幹事　久松　伸一　

　我が境ロータリークラブは、昭和 42 年の設立以来 58 年の歴史を刻み、現在は境町、五霞町、
そして古河市の一部をテリトリーとして活動しております。クラブの規模は決して大きくあ
りませんが、会員同士の絆は強く、互いに親睦を深め合いながら一丸となって奉仕活動に取
り組んでおります。
　青少年育成事業は当クラブの大きな柱であり、女子サッカーチームの支援や地元中学校へ
の訪問活動を継続して行っております。子どもたちの健全な成長を支えることは、地域の未
来を形づくる大切な役割であると考えています。
　また、本年度は初めての国際奉仕事業として、モンゴルの子どもたちへ図書を寄贈いたし
ました。小規模クラブながらも、国際社会に貢献する第一歩を踏み出せたことは、私たちにとっ
て大きな誇りであり、今後の活動の励みにもなっています。
　地域社会への貢献としては、利根川大花火大会に毎年多くの会員を役員として送り出し、
運営に協力しております。加えて、境町や五霞町の町長と連携し、地域振興やまちおこしに
も積極的に参画しています。地元に根差し、行政と協力して活動を展開できることも、当ク
ラブの大きな強みといえます。
　さらに、当クラブは新たに衛星クラブを設立し、ロータリーの裾野を広げる取り組みも進
めています。長年の歴史と新しい挑戦が調和することで、地域に必要とされるクラブであり
続けたいと願っております。
　今後も「奉仕の理想」を胸に、少数精鋭ながら結束力を生かし、地域と世界に笑顔を広げ
てまいります。

古河東ロータリークラブ 会長　福田　優子
幹事　大谷　祥寛

　私たち、古河東ロータリークラブは、古河ロータリークラブがスポンサークラブとなり
1982 年 7 月に創立しました。現在のチャーターメンバーは 2 名です。本年度は、最年少 37 歳
から最年長 87 歳まで、女性会員 14 名を含む 45 名でスタートしました。
　我がクラブの特色ですが、まず第一に、ロータリー賞を 10 年連続受賞していることです。
そのうち「ゴールド賞」を 2 度受賞しています。大変誇りに思います。今年度も受賞を目指
して努力を重ねていきたいと思います。
　第二は、創立 44 年目、43 名の会長に女性会長が、6 名いることです。幹事も 7 名おります。
先輩たちの先見の明に感謝しています。
　第三ですが、クラブソングがあるということです。作詞、当クラブ「故・海老沼堯会員」作曲「ボ
ニージャックスの故・西脇久夫さん」です。2008-2009 年度、山崎清司会長の依頼で作詞をし
たそうです。作詞に当たり考えたことは、「場所」日本、茨城の西、関東平野ドマンナカ。「歴
史」万葉歌、古河公方。「現在」友、絆、会員、女性、若い。「未来」夢、明るい、希望、理想。

「基本」奉仕、社会、理念。これらを念頭に作詞されたということです。
　『古河東ロータリークラブ　クラブソング』
　 東に筑波の峰仰ぎ 西には利根の水望む広き平野に抱かれて育む希望 ( のぞみ ) 高くして
　我ら進まん　奉仕の理念　
　　五百年千年 ( いもとせちとせ ) と栄たる 永き歴史を礎に 平和の志（こころ）を 受け継い
で 強き絆で結ばれし 友と歩まん 奉仕の理念　古河東ロータリークラブ
　これからも奉仕の理念を追求していきたいと思います。
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笠間ロータリークラブ 会長　永田　康弘
幹事　大枝　輝生

　古河中央ロータリークラブは第４分区で最も歴史が浅いクラブです。親クラブの歴史や規律の
正しさを見習いながらも自由な気風で日々の活動に取り組んでおります。
　今年度矢澤会長の「メンバー同士の親睦を深め、クラブ活動に反映させよう」のテーマの下、
若手メンバーが参加しやすい様、夜の例会も開催しております。
今年度はクラブ戦略計画の２年目に当り、見直しを行いつつ、当初立てた戦略計画にある分区最
大の会員数を目指しています。２６－２７年度に３０周年を迎えるまでに６０名のクラブの実現
を考えております。７月に女性が二人入会して頂き、６名の女性会員がいるクラブになり、仲間
が増えることで明るい笑顔のあるクラブになっています。また、４０代～５０代の比較的若い会
員が多く、今後も地域に必要とされる活動を率先して行えると考えております。
　幼稚園・保育園に衛生用品配布事業、「中学生の主張大会」支援、「ほたる祭り」支援等、地域
に根差した様々な事業を開催しておりますが、近年は国際奉仕に特に力を注ぎ、今年は古河クラ
ブ様、古河東クラブ様と合同で、１１月に「タイ、希望の架け橋プロジェクト」を開催予定です。
タイ国３３５０地区のブンクム RC と友好クラブの締結を３年前に結び、その時蒔いた種が芽を
出し、成長し、今後どのような花を咲かせるか大変楽しみです。
　最後に、来年度の３０周年に向けてクラブの力を結集し、会員の絆、質を高めてまいります。

古河中央ロータリークラブ 会長　矢澤　啓次
幹事　鈴木日出夫　

─ 8 ─



─ 9 ─

����

����

筑西きぬロータリークラブ

水戸さくらロータリークラブ

７月 31日

8月 4日

　当クラブの課題について率直な意見交換ができ有意義な時間を
持てましたことに感謝いたします。ガバナーからいただいたアド
バイス「クラブのブランド力を高めるキャッチコピー」を考え取
り組んでまいります。

���� 土浦ロータリークラブ 8月 7日
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���� 牛久ロータリークラブ 8月 25日
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友部ロータリークラブ

大子ロータリークラブ

8月 26日

8月27日

瀬戸ガバナー、金澤第３分区ガバナー補佐、小林地
区副幹事、宮代地区副幹事、中山ガバナー補佐セク
レタリーリーダー、金田ガバナー補佐セクレタリー
がお越しくださり、ガバナー公式訪問が執り行われ
ました。終始、和やかな雰囲気で進み、色々と勉強
させていただきました。大変お世話になりました。
ありがとうございました。　



　９月１日月曜日　９時３０分　例会場の坂東市商工会館にて
塚田晴夫ガバナー補佐、１０時に瀬戸隆海ガバナーをお迎えし
て、まずは応接室にて、岩井ロータリークラブ会長 上坂理一（商
工会会長）、幹事 平林幸恵の同席にて懇談会を行いました。 
その後はじめに、当クラブの事業の一つであります、岩井中学
校正門北側の「里山」整備の状態を視察していただきました。
この里山を利用しての、今後子どもたちの自然体験や障害のあ
る子供たちの森の探察などの計画があることをお伝えしました。
 　続きまして、坂東市役所に向かい表敬訪問しました。まず、
議会会場を見学し、市庁舎のモニュメントなどご案内した後、
市長が公務不在のため、副市長にお会いしてご対応いただき、
ロータリークラブや市政についての意見交換を致しました。
 　会場に戻り、会長、幹事、前会長との協議会に入り、常日頃
の課題であります会員増加についても、リストアップをする、
SNS を使う、広報を強化するなど具体的なアドバイスもいただ
き、とても参考になり早速動いていこうと話しました。食事の
あとクラブ例会を行い、ビジターの紹介や会長挨拶後、瀬戸ガ

バナーの卓話を頂きました。 卓話ではスライドを用い、ロータ
リークラブの本質や現在の状況、そして米山基金についてもお
話を頂き、これまでよりも深く活動を知る機会を頂けました。
　クラブ協議会に移り、本年度の基本方針及び事業計画につい
て各委員長から発表があり、ガバナーからは的確なアドバイス
を頂き、ご指摘もあり、これから岩井ロータリークラブとして
さらに向上していけるよう、一丸となって進んでいくことを話
しました。クラブ活動についても、委員長だけでなく一人一人
が一緒に動いていくことが必要と感じました。
 　そして何より、岩井ロータリークラブが会員は少ないけれど、
訪問する前に心配していた様子とは違い、しっかり頑張ろうと
していて好感が持てたとの言葉を頂きまして、感無量ではあり
ますが、今後この励ましを心に精一杯活動と向上に努めてまい
りたいと思いました。
 　この夏は記憶に残るほどの猛暑で、そのような中、当クラブ
までご足労頂きまして誠にありがとうございました。この夏の
公式訪問がしっかりと心に刻まれました。
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���� 境ロータリークラブ 8月 28日

����

����

龍ヶ崎中央ロータリークラブ

岩井ロータリークラブ

8月 29日

９月１日
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日立南ロータリークラブ

つくば学園ロータリークラブ

9月 2日

9月4日

　9月 2日（火）のガバナー公式訪問は、瀬戸隆海ガバ
ナーのお人柄同様、終始和やかな雰囲気の中行われつつ、
的確なご指導を頂き、今後のクラブ運営の大きな糧とな
る一日となりました。ありがとうございました。

���� 鹿島臨海ロータリークラブ 9月 5日



─ 13 ─

����

����

日立北ロータリークラブ

水戸好文ロータリークラブ

9月 10日

9月 11日

　終始和やかな雰囲気に包まれた公式訪問になりました。
ありがとうございました。

���� 玉造ロータリークラブ 9月 12日

　令和 7年 9月 12 日、玉造ロータリー
クラブは瀬戸ガバナーらを迎え、公式訪
問を実施しました。
　午前中は高須崎公園の時計塔や霞ヶ浦
ふれあいランドなどを視察。
　その後、例会場で事前協議会を行い、
ガバナーからクラブ戦略や会員増強につ
いて助言を得たのち、午後の通常例会で
は、「よいことのために手を取りあおう」
という RI 会長のメッセージを学び、クラ
ブの特徴や目的を明確にする「クラブ戦
略」の重要性をごしどういただきました。
クラブ協議会では、各委員長が方針を発
表し、地区補助金の活用方法などについ
て協議。
　ガバナーからは「15名を目指しましょ
う！」と激励を受けました。
　玉造 RCの公式訪問は、残暑の中、実り
の多い一日と成った事をご報告いたしま
す。
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日立中央ロータリークラブ

しもだて紫水ロータリークラブ

取手ロータリークラブ

9月 17日

9月 16日

9月 18日

　瀬戸ガバナーから二つのメッセージを受け取りました。1 つはクラ
ブの看板事業を持つなど、特徴を持ったクラブ作りをしてほしいとい
うこと。2つ目はロータリーの財産は会員であるということ。2つとも
共感するところではありますが、実際の地区の方針を聞いたりや行動
を見ていると逆行していると感じました。分担金増額によるクラブの
負担増、持続可能性が検討されていない新規取組（ウクライナ事業等）、
資金的にも変化が求められている現実を直視せず、今まで通りの活動
を行う様。藤木年度で改革できると良いと思います。
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古河ロータリークラブ

常陸太田ロータリークラブ

鹿島中央ロータリークラブ

9月 19日

9月24日

9月25日
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竜ヶ崎ロータリークラブ

古河中央ロータリークラブ 10月１日

9月30日

公 式 訪 問 写 真 集 ！

スマホで二次元コードを
スキャンしてください。
水海道RCのＨＰ内に、 瀬戸ガバナーが各クラブ

公式訪問時に撮影した写真を掲載しています。

　　瀬戸ガバナー公式訪問歓迎に感謝！
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水戸西RC

成田　一敏
■入会日
　2025年8月20日

■職業分類
　会計・経理

つくば学園RC

海老原太陽
■入会日
　2025年9月4日

■職業分類
　レンタルサービス業

つくばサンライズRC

中山　清之
■入会日
　2025年9月13日
■職業分類
　労働衛生
　コンサルタント

石岡８７RC

砂川　悠平
■入会日
　2025年10月2日

■職業分類
　証券

水海道RC

遊佐　孝彦
■入会日
　2025年8月27日
■職業分類
　プラスチック
　ゴム製品加工

土浦RC

坂本　紘敏
■入会日
　2025年8月28日

■職業分類
　社会保険労務士

✿新入会員紹介✿ Enjoy Rotary （敬称略）

チーム名

監督/主将

日立北RC

監督

主将
佐藤　泰博

鈴木　　哲

水戸西

監督
黒木　雅宏

水戸RC
野球部

つくば学園RC
ガマーズ

監督

主将

主将

根本洋一朗

白田　礼治

工藤　勝則

総監督・監督

主将
大野　治夫

高田　稔美

牛久RC
イールズ
総監督

監督

主将

園部　昌彦

諸橋太一郎

小栗　政克

総監督

監督
大場傳美（土浦）

塚原靖二（土浦南）

水戸南RC
水戸さくらRC
合同チーム

土浦RC
土浦南RC
合同チーム

総監督

監督

主将

大金　　誠

根本　祐次

岡村　太郎

石

下球場大会

石

下球場大会
原

山球場大会

原
山球場大会
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分区 クラブ名
会員増強報告 ( 単位／人 )

本年末
会員目標

期首
会員数

8月実績 本年度累計 2025 年
８月末日

うち
女性会員入　会 退　会 入　会 退　会 純　増

日立
日立南
高萩
北茨城
日立港
日立北
日立中央
　 合　　計
那珂湊
常陸太田
大子
大洗
勝田
東海那珂
ひたちなか
　 合　　計
水戸
笠間
水戸西
水戸南
友部
水戸東
水戸さくら
水戸好文
茨城RE
　 合　　計
古河
境
岩井
古河東
古河中央
　 合　　計
下館
結城
真壁
下妻
しもだて紫水
筑西きぬ
　 合　　計
石岡
土浦
土浦南
つくば学園
石岡 87
土浦中央
つくばシティ
阿見
つくばサンライズ
　 合　　計
竜ヶ崎
水海道
取手
牛久
守谷
龍ケ崎中央
　 合　　計
鉾田
鹿島臨海
玉造
波崎
鹿島中央
　 合　　計

69
36
35
29
34
38
22
263
17
40
26
14
26
35
25
183
133
22
75
85
21
68
20
19
12
455
54
42
12
49
52
209
25
25
14
69
52
16
201
18
53
93
110
28
13
59
24
19
417
38
51
16
41
5
15
166
29
45
10
18
21
123
2017

64
34
31
25
32
35
20
241
16
37
24
13
24
32
23
169
123
19
69
75
20
63
17
17
10
413
50
39
9
45
47
190
23
23
11
64
49
14
184
16
46
86
105
25
11
54
23
17
383
35
48
14
38
3
12
150
27
40
9
15
19
110
1840

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
0
0
4
0
1
0
0
0
1
1
0
0
3
0
1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
2
2
12

0
0
1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2

0
0
0
1
1
0
0
2
0
0
0
0
2
3
0
5
0
0
1
2
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
2
2
0
1
0
4
2
0
7
0
1
1
4
0
1
2
1
2
12
0
1
0
0
0
2
3
0
0
0
0
0
0
34

0
0
1
0
0
0
0
1
0
0
0
1
1
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
1
1
0
1
0
0
5
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
9

0
0
-1
1
1
0
0
1
0
0
0
-1
1
3
0
3
0
0
1
2
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
2
2
0
1
0
4
2
0
7
0
-1
1
3
-1
1
1
1
2
7
0
1
0
0
0
1
2
0
0
0
0
2
2
27

64
34
30
26
33
35
20
242
16
37
24
12
25
35
23
172
123
19
70
77
20
63
17
17
10
416
50
37
9
45
49
190
23
24
11
68
51
14
191
16
45
87
108
24
12
55
24
19
390
35
49
14
38
3
14
153
27
40
7
15
21
110
1864

3
3
2
3
2
4
3
20
1
6
2
0
2
0
2
13
4
0
12
11
0
4
3
15
4
53
5
0
2
14
6
27
3
0
0
7
4
3
17
0
8
5
6
0
0
8
1
7
35
5
2
1
3
0
2
13
0
5
1
1
2
9

187地　区　合　計

第
１
分
区

第
２
分
区

第
３
分
区

第
４
分
区

第
５
分
区

第
６
分
区

第
７
分
区

第
８
分
区

国際ロータリー第 2820 地区
2025-26 年度 2025 年 8月末時点会員増強報告

※期首とは７月１日の午前０時時点、末日とは当日午後１２時時点とする。



2820 地区会員の皆様、いつも月信をご愛読頂き、誠にありがとうございます。

今回の誌面Ｐ１６に公式訪問の写真集を閲覧できる２次元コードを掲載いたしました。

これは、月信編集の新たな取組と予算の都合による誌面の簡素化を目的とし、今後２次元コードを利

用した編集に移行していきたいと考えております。

会員の皆様には何卒この取組にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ガバナー事務所　月信編集委員会からのお願い
〜2次元コードの利用について〜
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秋も深まり山の方では、紅葉の声も聞こえて来ました。
来たる 11 月 15・16 日には、今年度の地区大会が 『 つくば市 ノバホール 』 にて開催されます。
16日には、池上彰氏による 「 ニュースから未来が見える 」 と題する記念講演が行われますので、
ぜひ多くの会員の皆様のご来場をお待ちしております。 
また月信の 「我がクラブ紹介」 では、各クラブの特色や伝統を伺うことが出来て楽しみです。
ご協力宜しくお願い致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （月信委員　染谷 正美）

　　　11 月号編集後記

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

日
月
火
水
木
金
土
日

12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

23
24
25
26
27
28
29
30

11月ガバナー公式訪問・研究会日程表

クラブ奉仕研究会

ひたちなか
東海那珂
阿見

水戸東RC創立４０周年

土浦南

つくばシティ
大洗

水海道

ロータリー財団セミナー

2820 地区
地区大会

【お詫びと訂正】
　月信１０月号Ｐ１６「ガバナー回顧録」に下記の誤りがありました。原稿を頂戴した井上壽博ＰＧ　

　ならびに会員・関係者の皆様にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。

　　Ｐ１６の３７行【 追記」の段落 】

　　　誤）千住会　　　誤）小堀健介代表　　誤）東地区　　誤）吉沢、茂雄ＰＧ

　　　　　↓　　　　　　　↓　　　　　　　　　↓　　　　　　↓

　　　正）千種会　　　正）小堀憲助代表　　正）当地区　　正）吉澤繁男ＰＧ　

　月信１０月号  Ｐ１８ 「新入会員紹介」上から５段目

　「 國府田 英則 」会員・「 杉山 達哉 」会員の所属クラブ名に誤りがありました。

　下記の通り訂正しお詫び致します。　　

　　　誤）つくばサンライズＲＣ → 正）つくば学園　（※両名とも）




